










要約:   日本母性保護産婦人科医会(日母)では,1972 年より,全国約 270 病院の協力を得

て,外表奇形等の先天異常児の発生状況のモニタリング調査を実施してきた。1994 年度 1

年間の奇形発生頻度等調査結果は従来の報告に比して差はみられなかった。一方、これら

先天異常児出生の地域別発生頻度の分析検討をおこなったところ、各種先天異常には若干

の地域差が存在することが判明した。また各々の奇形の地域差の分布は様々でありー定の

傾向・結論を導くには至らなかった。


